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日はここまでやると決めた」というところまで ,

何日も夜12時過ぎまでやっておられました。この

数年, 日曜日に研究室でお顔を拝見しなかったこ

とは,ほ とんどありませんでした。時々のテニス

と,御 自宅との往復の運転 (5分 ぐらい)だけが ,

息抜きの時だったのではないでしょうか。先生は

「教育は背中でするものだJと おっしゃいますが ,

それは「自分のようにがんばって仕事をするよう

に」ということなのだと思います。

実験室をきれいにすることまで,身をもって実

行されました。床磨きや窓お、きも先生の特技で ,

教授室はいつもピカピカでした。実験室があまり

に汚れてくると,先生は,いつのまにか,実験室

の床の一角だけを,見本としてピカピカに磨いて

下さるので,それに気づいて,あわてて研究室総

動員で床を磨くということがよくありました。

先生は,「自分は一点重点主義Jと おっしゃっ

て,その典型は,先生によると,女性は奥様,ス

ポーツはテニスということです。かなりの凝り性

で,最近は,パソコンのリレーシヨナルデータベ

ースに凝っていて,会長を務められた分光学会の

会員管理,研究室の会計などのプログラムを御自

分で作ってしまわれました。「完璧主義」で,論

文も実にきちんと作るのを好まれました。

先生は,英語がとても達者で,書 く方も,話す

方も,た いへんなものです。われわれが日本語で

話している時に,英語の単語を日本語風に発音し

てしまうと,先生は,「英語で話すときにもその

くせがでてしまうから」と,必ず直されま した

(「ツー」でなく,tWOな ど)。 先生の英語の講

演は,と てもみごとでしたが, 2～ 3週間前から

きちんとした原稿を作って,それから,毎日,少

しずつ改良しておられたようです (日 本語の講演

でも同じでした)。 ところが,本番の講演では,

原稿をそっちのけで,調子に乗ってしゃべってし

まわれることもあったようです。何につけても,

先生の準備の良さは抜群で,あ まりに用意周到な

のでおどろくことがしばしばでした。しかし,先

生の用意周到さは,む しろ,細かいことの心配を

せずに,思い切ってやるためなのだと思います。

研究方針でも,思い切った方向転換をされて ,

みな驚かされました。あれほど大きな業績をあげ

られた振動分光学からはすっかり遠ざかり,「今

の目的にはNMRの 方が適当である」と乗り替え
てしまわれました。このごろは,「どのような生

命現象を解明するかという目的をもって,そ れに

必要なことは何でもやることが重要であって,物

理化学だからやるとかやらないとかいうのは意味

がない」とおっしゃいます。研究テーマを考えて

先生にお話 しすると,「やりたいならいいぜ。だ

けどどういう意義があるのか」と必ず質問されま

した。はやっているから,はやりそうだからやる

というのがお嫌いで,独自の目的,意義などをは

っきりさせていないと厳しく叱られました。その

かわり,難 しいテーマでも,目 的がはっきりして

いれば,がんばるように励まして下さいました。

このような先生の研究に対する姿勢は,先生御

自身の歩んでこられた道に,ま さによく現れてい

て,先生は,いつも自信を持って「背中で教育し

て」下さっているのだと思います。宮澤先生,本

当にありがとうごさいました。いつまでもお元気

で, これからも御指導をお願い致します。
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